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名古屋
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株式会社One Chemical Company　https://one-chemi.com/
名古屋市西区新道1-19-32 第3泰水堂ビル4階　052-529-1222

◆2023年度は、使用済みカートリッジフィルターの再資源化により、産業廃棄物排出量を約400t削減
　今後は、2,000tの排出量を削減する見込み
◆プラスチックの新規製造に必要な原油資源投入量の削減

◆半導体製造などのめっき工程で発生する使用済みのカートリッジフィルターは、
有害物質や金属物質など様々な付着物があるため処理方法が確立しておらず、
その多くは産業廃棄物として焼却や埋立処理されている。
◆株式会社One Chemical Companyは、自社の持つめっき薬品メーカーとして
の知識と経験から多種の使用済みカートリッジフィルターを付着物の種類毎に
適切に分別し、付着物に応じた洗浄剤と洗浄設備によって無害化する独自の
技術を開発した。
◆さらに、排出元と連携し、徹底した分別・管理・収集の後に、無害化したカート
リッジフィルターを粉砕することでプラスチック原料として市場に再投入する
循環システムを構築した。

◆使用済みカートリッジフィルターは、金属物の種類や含有量に応じて最適な洗浄剤を選定
◆洗浄工程では、付着物に応じて洗浄剤の独自配合や温度、時間を設定し、不純物を取り除き無害化
◆洗浄後に品質検査を受けたカートリッジフィルターは、粉砕しプラスチック原料として再資源化

概要

先駆性・独創性

環境負荷低減効果

受賞の
ポイント

めっき工程で発生する使用済みカートリッジフィルターを再資源化する国内初の技術と
システムは、サーキュラーエコノミーへの転換による循環型社会と脱炭素社会の形成に
大きく貢献するものと評価された。

半導体製造などのめっき工程で発生する使用済み
カートリッジフィルターの再資源化技術の確立

株式会社One Chemical Company

①分　別

②洗浄・無害化 ③粉　砕

自社の持つめっき薬品（液組成）に関する知識から独自設定条件で適切に分別

めっき前処理・廃水処理等やろ過機の知識による独自のノウハウ（洗浄剤・洗浄設備）によって付着物を取り除き無害化

▼各工程における洗浄剤の独自配合・温度・時間の設定▼

自社独自設計の再資源化設備
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新聞社賞
連絡先 岡崎製材株式会社　https://www.okazaki-seizai.co.jp/

岡崎市戸崎元町4-1　0564-51-0861

◆現在では端材の廃棄量を約80％削減。今後は、端材の廃棄ゼロを目指す。
◆地元企業、NPO、高校、大学など多様な主体と連携・協働し、活動の輪を広げている。

◆創業100年を超える岡崎製材株式会社は、廃棄処理
される木の端材を無垢の雑貨として生まれ変わらせ、
「木」からサスティナブルな社会の実現を目指す木育
活動「HAZAI®project」を推進している。
◆この活動は、多種多様な原木（丸太）の仕入れから製材、
加工、商品化、販売まで一貫して行う業務形態を生か
していることが強み。木材のショールームのような店
舗、空洞木の遊び場、巨大倉庫（通称：ミュージアム）と、
五感で木を感じられる空間を消費者へ提供している
ことも大きな特徴である。
◆また、活動の広がりを図るため、自社が核となり地元
企業、NPO、高校、大学など多様な主体と連携・協働
するほか、近年では、SNSやメディアを活用した情報
発信に注力している。

◆多様な主体と連携・協働する活動は、ローカルな立場から消費者への理解を促すサーキュラーエコノミーの浸透をより一層推進する。
◆「木と共に100年、木を活かし、人を活かして200年」という理念を基に、端材をフル活用する「木育活動」と「ビジネスモデル」の両立を図る
スタイルが定着しつつあり、活動を通して新しい概念として端材とスポーツを掛け合わせた「もくスポ」や新ブランドが誕生している。

概要

先駆性・独創性

啓発効果

受賞の
ポイント

廃棄処分となっていた端材に新たな価値を吹き込むとともに端材を活用した木育イベント
を実践し「木」の魅力を浸透させたことは、木製品の普及につながるだけでなく、カーボン
ニュートラルの実現による脱炭素社会の形成に大きく貢献するものと評価された。

木の端材を活用した木育活動“HAZAI® project”

岡崎製材株式会社

岡崎製材株式会社

大手企業
例 ： FANCL

木製品を共同開発

地元中小企業
例 ： 稲垣石材店

木と石のテーブルウェア
“Ki+Seki－木石－”

開発 

メディア
例 ： 中京テレビ

スポーツチーム
例 ： 中日ドラゴンズ

NPO法人
例 ： Green Journey

新スタジオセットの制作

木育イベントの開催

地元高校
例 ： 光ケ丘女子校

SDGs インターンシップの
実施 

地元大学
例 ： 愛知学院大学

折れたバットを使った
ワークショップの実施

無垢材、端材を活用した
「でこぼこ卓球大会」の

企画開催

地元木工職人

活動の推進による雇用の確保と
技術の伝承

木の端材から生まれた
カッティングボード 色も形も様々な端材
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